
平成２１年度一般会計当初予算説明資料
10款 教育費

１項 教育総務費 高等学校課（内線：７９２９）
（ ）５目 教育振興費 単位：千円

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備考

起債 その他 一般財源国庫支出金

地域産業の担い手育

成プロジェクト事業 14,512 15,918 △1,406 14,512

トータルコスト 29,425千円 （前年度 27,698千円）

従事する職員数 正職員：1.8人

主な業務内容 委員会開催、改善策立案・実施・検証

事業内容の説明

１ 事業の概要

インターンシップの効果的な実施や企業の技術者を学校に招いての授業など、学校だけでは改善が

困難な教育プログラムについて、地元産業界が連携して学校を支援していただける体制を確立する。

※文部科学省と経済産業省、水産庁との共同事業。工業学科（経済産業省）、水産学科（水産庁）共に３年間で実施。

（単位：千円）２ 事業内容

区 分 予算額 内 容

人材育成 【実施回数】各学科 ３回（工業学科、水産学科）

連携推進 2,407 【検討内容】 ○産業界のニーズ調査、分析 ○教育内容の抽出、整理

委員会 ○産業界と教育界との連携方策の検討

○継続的運営方法の検討 など

次の学科、高等学校でモデルプログラムを検討して実施

モデルプ 12,105 学 科 高 等 学 校 実 施 期 間

ログラム 工 業 鳥取工業・倉吉総合産業・米子工業 平成19～平成21年度（３年間）

の検討 水 産 境港総合技術 平成21～平成23年度（３年間）

【検討、実施内容】

・学校で学んだ知識を企業の現場で実践するインターンシップの在り方

・企業技術者を活用した授業のあり方

・大学と企業との連携した講義により学術面と実践面の双方を関連して学ぶこと

・教員の企業研修の推進

・学校と企業とが連携した課題研究

・チャレンジ精神の育成 など

商工労働部・農林水産部 連 携 教育委員会

参加 参加

インターンシップの実施（生徒）

学校で実践的指導（技術者）

企業で高度技術習得（教員等）

課題研究の実施（生徒）

チャレンジ精神の育成

人材育成連携
推進委員会

(役 割) 地域・学科に応じた、人材育成プログラム
連携内容の検討、事業の進捗管理等

(メンバー) 教育委員会、県（商工労働部、農林水産部 、）
学校、管理法人、経済団体、企業関係者等

(運 営) 鳥取県教育委員会

実施校
【工業】

鳥取工業高校

倉吉総合産業高校

米子工業高校

【水産】

境港総合技術高校

管理法人
工業：

鳥取県産業振興機構

水産：

境港水産振興協会

(役割)協力企業の開拓

産業界ニーズの

とりまとめ等

企 業
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